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私
は
、
令
和
四
年
十
二
月
、
現
代
宗
教
研
究
所
、
嘱
託
例
会
に
お
い
て
、「
教
学
の
沈
潜
は
教
化
へ
向
か
い
う
る
か
─
教
学
と
教
化
学

の
一
体
化
を
目
指
し
て
─
」
と
題
し
て
発
表
し
、
そ
の
論
考
を
、
令
和
五
年
三
月
発
行
の
所
報
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
七
号
に
掲
載

さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
の
考
案
の
中
で
法
華
円
教
独
自
の
真
理
観
を
表
す
用
語
の
、
具
体
的
な
意
味
内
容
の
把
捉
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
天
台
大
師
に
よ
っ
て
、
法
華
円
教
教
理
か
ら
発
掘
し
、
日
蓮
聖
人
が
自
身
の
法
華
経
実
践
の
、
究
極

的
な
根
拠
、
所
信
と
し
た
、「
相
対
種
開
会
」（
妙
楽
大
師
は
「
敵
対
種
開
会
」
と
表
現
）
の
法
門
に
着
目
し
、「
煩
悩
即
菩
提
」「
悪
即

善
」
の
用
語
を
字
面
の
ま
ま
に
受
け
取
る
危
険
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

大
谷
大
学
、
安
藤
俊
雄
博
士
は
、
自
著
『
天
台
学
論
集
─
止
観
と
浄
土
─
』、
第
二
部
、
論
集
所
収
の
「
霅
川
仁
学
の
異
議
─
そ
の
哲

学
的
根
拠
を
中
心
と
し
て
─
」
に
お
い
て

　
　

�

天
台
大
師
以
来
天
台
円
教
の
根
本
原
理
は
円
融
三
諦
の
論
理
で
あ
り
、
こ
の
論
理
は
空
か
ら
仮
を
媒
介
と
し
て
中
に
到
達
す
る
別
教

的
な
隔
歴
の
三
諦
と
は
異
っ
て
空
・
仮
・
中
の
三
諦
が
そ
の
当
相
当
処
に
於
い
て
他
の
二
諦
を
各
具
互
具
す
る
こ
と
を
特
色
と
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
台
の
円
融
論
理
は
性
具
の
面
か
ら
考
察
し
な
け
れ
ば
正
し
く
之
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
天
台
大

研
究
論
文

「
煩
悩
即
菩
提
」
と
は

　
　
　
─
相
対
種
開
会
の
内
的
構
造
─

山
　
内
　
寛
　
久



　　6

師
が
法
華
経
玄
義
の
中
に
十
界
互
具
を
特
に
強
調
し
た
の
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
論
理
は
単
に
性
具
を
前

提
と
す
る
と
い
う
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
性
具
は
実
に
矛
盾
的
敵
対
関
係
の
両
極
の
各
具
互
具
を
意
味
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
き

初
め
て
天
台
の
論
理
の
真
相
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る（
１
）。

と
示
し
、
さ
ら
に
、

　
　

�

こ
の
敵
対
種
思
想
を
正
し
く
把
握
し
な
け
れ
ば
天
台
の
性
具
哲
学
の
真
義
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る（
２
）。

と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
相
対
種
思
想
を
無
視
し
た
円
融
論
や
性
具
説
等
は
、
華
厳
学
派
に
お
い
て
も
既
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
り（
３
）、

天
台
独
特
の
法
門
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
と
示
し（
４
）、

相
対
的
相
即
に
お
け
る
円
融
論
理
、
性
具
説
こ
そ
、
天
台
教
学
の
特
徴

と
す
る
絶
対
的
な
法
門
で
あ
る
、
と
教
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
５
）。

　

私
は
嘗
て
、
立
正
大
学
教
授
、
浅
井
円
道
博
士
の
御
指
導
の
も
と
、
日
蓮
聖
人
教
学
の
基
盤
に
し
て
、
天
台
教
学
の
生
命
で
あ
り
、
奥

義
で
あ
る
相
対
種
開
会
思
想
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
概
要
を
簡
略
に
示
す
と
、
天
台
三
大
部
中
、
相
対
種

の
開
会
を
基
底
と
す
る
円
教
教
理
法
門
の
代
表
的
説
示
箇
所
を
、「
円
頓
章
」
並
び
に
、
円
頓
止
観
（
円
頓
章
）
の
文
証
を
挙
げ
、
そ
の

内
容
を
明
か
し
た
「
聞
円
法
」
の
箇
所
、
そ
し
て
、
非
行
非
座
三
昧
の
説
明
箇
所
。
ま
た
『
法
華
文
句
』
で
は
、
巻
第
七
上
の
釈
薬
草
喩

品
に
お
い
て
、
法
華
経
、
薬
草
喩
品
の
「
所
以
は
何
ん
、
唯
如
来
の
み
有
っ
て
、
こ
の
衆
生
の
種
相
体
性
（
中
略
）
を
知
れ
り
」
を
注
釈

す
る
中
、「
種
」
概
念
を
解
釈
す
る
際
の
「
相
対
種
」、「
就
類
種
」
の
二
種
の
開
会
の
論
理
を
説
明
し
た
箇
所
。『
法
華
玄
義
』
で
は
、
巻

第
五
下
の
、
三
法
の
始
終
を
明
か
す
段
に
お
い
て
、
十
法
界
す
べ
て
に
共
通
し
て
存
す
る
（
有
す
る
）
最
も
一
般
的
な
基
本
的
概
念
（
本

質
的
な
特
徴
と
連
関
）
で
あ
る
十
如
是
を
、
真
性
軌
・
観
照
軌
・
資
成
軌
の
三
軌
に
結
び
付
け
て
示
し
た
後
、
経
証
を
挙
げ
て
相
対
的
相

即
の
論
理
を
説
く
箇
所
、
及
び
類
通
三
道
の
く
だ
り
を
挙
げ
た
。
そ
の
中
、『
法
華
玄
義
』
迹
門
十
妙
中
、
妙
覚
の
位
に
住
し
、
仏
果
を

直
接
的
に
説
く
、
第
五
の
三
法
妙
に
視
点
を
当
て
、
こ
の
三
法
妙
に
到
る
自
行
の
因
位
の
境
妙
・
智
妙
・
行
妙
を
考
察
し
、
真
性
軌
・
観

照
軌
・
資
成
軌
の
三
法
妙
と
境
妙
・
智
妙
・
行
妙
の
三
妙
の
意
味
と
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
原
始
天
台
教
学
に
お
け
る
相
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対
種
開
会
法
門
の
意
味
の
把
捉
に
努
め
た
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
前
提
と
な
る
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
開
会
法
門
の
内
的
構
造
を
見
て
い
き
た
い
。

　
『
法
華
玄
義
』
迹
門
十
妙
中
、
自
行
の
因
位
に
あ
た
る
、
境
妙
・
智
妙
・
行
妙
段
で
は
、
諸
経
と
法
華
経
の
教
理
内
容
を
お
よ
そ
四
教

（
蔵
通
別
円
）
に
結
び
付
け
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
円
教
の
説
明
箇
所
に
、
純
円
独
妙
の
法
華
円
教
の
意
味
を
、
修
性
不
二
・

三
諦
円
融
・
三
道
即
三
徳
・
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
涅
槃
（
以
上
境
妙
段
）、
世
智
を
決
し
て
妙
智
に
入
る
こ
と
を
得
る
・
五
欲
を
断
ぜ

ず
し
て
諸
根
を
浄
む
（
以
上
智
妙
段
）、
如
来
行
・
絶
待
妙
・
双
遮
双
照
（
以
上
行
妙
段
）、
等
の
述
語
を
も
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
天
台
大
師
が
、
法
華
経
を
根
本
と
し
、
中
心
と
し
た
、
円
教
教
理
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
開
会
論
理
の
帰
着
点
で
あ
り
、
相
対
種
開

会
を
基
底
と
す
る
、
円
融
相
即
理
を
、
教
相
と
観
心
に
よ
っ
て
覚
悟
し
た
天
台
大
師
の
真
理
観
で
あ
る
と
思
考
で
き
る
。

　

で
は
次
に
、
以
上
の
相
対
種
開
会
の
相
即
論
理
を
見
て
み
た
い
。

　

天
台
大
師
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
五
下
の
三
法
妙
（
真
性
軌
・
観
照
軌
・
資
成
軌（
６
））
を
解
釈
す
る
際
の
三
法
（
三
軌
）
の
始
終
を
明

か
す
段
に
及
ん
で
、

（
原
文
読
み
下
し
）

　
　

�

今
は
但
だ
、
凡
心
の
一
念
に
即
ち
皆
な
十
法
界
を
具
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
一
一
の
界
に
悉
く
煩
悩
の
性
相
有
り（
７
）。

と
説
き
、
凡
夫
（
理
即
）
の
一
瞬
間
の
微
細
な
心
の
動
き
に
十
法
界
が
具
足
し
て
（
備
え
て
）
い
て
、
そ
の
一
々
の
境
界
に
三
道
の
性
質

と
、
状
態
（
有
り
様
）
を
持
っ
て
い
る
。
と
、
性
具
・
性
悪
法
門
を
説
示
し
た
後
に
、
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

（
原
文
読
み
下
し
）

　
　

�

若
し
無
明
煩
悩
の
性
相
有
ら
ば
、
即
ち
是
れ
智
慧
観
照
の
性
相
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
明
に
迷
う
を
以
て
の
故
に
無
明
を
起
す
。
若

し
無
明
を
解
せ
ば
、
即
ち
是
れ
明
に
於
て
す
。
大
経
に
云
わ
く
「
無
明
転
じ
て
即
ち
変
じ
て
明
と
為
す
」。
浄
名
云
わ
く
、「
無
明
即

ち
是
れ
明
」
と
。
当
に
知
る
べ
し
。
無
明
を
離
れ
て
明
有
る
に
不
ず
。
氷
是
れ
水
な
る
が
如
く
、
水
是
れ
氷
な
る
が
如
し
。
又
た
、
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凡
夫
の
心
の
一
念
に
、
即
ち
十
法
界
を
具
し
、
悉
く
悪
業
の
性
相
有
り
。
秖た

だ
悪
の
性
相
は
、
即
ち
善
の
性
相
な
り
。
悪
に
由
っ
て

善
有
り
。
悪
を
離
れ
て
善
無
し
。
諸
悪
を
翻
す
れ
ば
、
即
ち
善
の
資
成
な
り
。
竹
の
中
に
火
の
性
有
れ
ど
も
、
未
だ
即
ち
是
れ
火
の

事
な
ら
ず
、
故
に
、
有
れ
ど
も
焼
け
ず
。
縁
に
遇
て
、
事
、
成
ず
れ
ば
、
即
ち
能
く
物
を
焼
く
が
如
し
。
悪
の
中
に
善
有
り
。
善
成

ず
れ
ば
、
還
っ
て
悪
を
破
す
。
故
に
、
悪
の
性
相
に
即
し
て
是
れ
善
の
性
相
な
り
。
凡
夫
の
一
念
に
皆
な
十
界
の
識
名
色
等
の
苦
道

の
性
相
有
り
。
此
の
苦
道
に
迷
う
て
生
死
浩
然
な
り
。
此
れ
は
是
れ
、
法
身
に
迷
う
て
苦
道
と
為
す
。
苦
道
を
離
れ
て
、
別
に
法
身

が
有
る
に
不
ず
。
南
に
迷
う
て
北
と
為
せ
ば
、
別
に
、
南
無
き
が
如
き
な
り
。
若
し
、
生
死
は
即
ち
是
れ
法
身
な
り
と
悟
る
な
ら
ば
、

故
に
苦
道
の
性
相
は
即
ち
是
れ
法
身
の
性
相
と
云
う
な
り（
８
）。

（
現
代
語
私
訳
）

　
　

�

も
し
、
一
切
の
煩
悩
の
根
源
で
あ
る
無
明
惑
（
中
道
実
相
の
証
得
を
障
害
す
る
根
本
の
煩
悩
）
の
性
質
と
、
状
態
（
有
り
様
）
が
あ

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
凡
夫
の
迷
っ
た
思
量
分
別
の
心
を
破
り
真
理
を
顕
す
智
慧
の
性
質
と
、
状
態
（
有
り
様
）

に
他
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
明
（
中
道
の
智
慧
）
に
迷
う
か
ら
無
明
が
生
起
す
る
の
で
あ
り
、
も
し
無
明
を
悟
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
明
に
よ
る
た
め
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』
に
は
、「
無
明
を
ひ
き
起
こ
し
、
変
化
さ
せ
て
明
と
す
る
」、
と
い
い
、『
維

摩
経
』
に
は
、「
無
明
は
と
り
も
な
お
さ
ず
明
で
あ
る
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
無
明
と
関
係
を
断
つ
事
に
よ
っ
て
明
が
あ
る
と
い

う
の
で
は
な
い
事
を
確
か
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
氷
と
水
の
関
係
で
例
え
る
な
ら
ば
）
氷
は
水
か
ら
な
り
、
水

は
氷
か
ら
な
る
よ
う
な
も
の
で
、
両
者
の
持
っ
て
い
る
特
色
は
異
な
っ
て
も
、
そ
の
本
質
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
た
だ
理
論
と
し
て
は
仏
で
あ
る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
未
だ
一
分
の
煩
悩
も
断
じ
て
い
な
い
凡
夫
の
心
の
一
瞬
間
の
微
細

な
心
の
動
き
に
、
十
法
界
を
円
満
に
備
え
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
界
に
皆
煩
悩
に
依
っ
て
生
じ
る
悪
い
行
い
を
起
こ
す
性
質
と
状
態

（
有
り
様
）
は
、
二
項
対
立
す
る
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
実
は
相
互
に
融
合
し
あ
い
一
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
悪
に
拠
っ
て

善
が
あ
り
、
悪
と
の
関
係
を
断
っ
て
善
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
ろ
も
ろ
の
悪
も
（
中
道
実
相
の
理
か
ら
）
翻
せ
ば
、
善
を
成
就
（
成
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立
）
す
る
必
要
条
件
と
し
て
の
資た
す

け
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
例
え
ば
）
竹
（
煩
悩
・
悪
）
に
は
燃
え
る
（
智
慧
・
善
の
）
性

質
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、（
縁
に
会
わ
な
け
れ
ば
）
依
然
と
し
て
火
（
智
慧
・
善
）
を
出
す
事
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
燃
え
る

（
善
の
）
性
質
が
あ
っ
て
も
（
悪
を
）
焼
く
事
は
な
い
の
で
あ
る
が
、（
善
・
火
を
生
ず
る
）
き
っ
か
け
や
条
件
に
巡
り
合
え
ば
火
が

起
こ
り
、
よ
く
物
（
煩
悩
・
悪
）
を
焼
く
事
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
悪
と
善
は
融
合
し
て
一
体
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
き

っ
か
け
や
条
件
に
巡
り
合
い
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
悪
と
善
の
対
立
的
統
一
（
融
合
・
一
体
化
）
と
い
う
（
真
実
の
救
い
、
究

極
的
な
悟
り
の
）
具
体
的
現
象
は
顕
れ
な
い
。
き
っ
か
け
や
条
件
に
巡
り
合
っ
て
悪
本
来
の
用
が
実
現
し
た
時
、
初
め
て
（
悪
即
善

と
）
悪
を
翻
す
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
竹
が
燃
え
れ
ば
、
そ
の
火
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
自
身
で
あ
る
竹
を
焼
く
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
悪
の
範
囲
の
内
に
善
が
あ
り
、
善
が
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悪
を
破
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
悪
の
実
体
と
対
立
し
あ

い
な
が
ら
、
相
互
に
融
合
し
あ
い
一
体
と
な
っ
て
、
善
の
実
体
が
あ
る
の
で
あ
る
。
未
だ
一
分
の
煩
悩
も
断
じ
て
い
な
い
凡
夫
の
心

の
一
瞬
間
の
微
細
な
心
の
動
き
に
十
法
界
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
界
に
、
十
二
因
縁
、
等
の
苦
の
因
果
の
実
体
が
あ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
苦
の
因
果
に
惑
う
事
象
が
生
死
（
迷
い
に
よ
る
生
死
輪
廻
の
苦
し
み
）
を
果
て
し
な
く
広
く
大
き
く
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
真
理
の
本
来
の
あ
り
方
（
真
如
・
法
性
）
に
迷
う
事
に
よ
っ
て
生
じ
た
苦
の
有
り
様
の
事
を
い
う
。
即
ち
、
苦
の
有
り
様

を
隔
て
、
苦
と
関
係
を
断
ち
切
っ
た
と
こ
ろ
に
、
悟
り
や
救
い
の
境
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
。（
例
え
て
い
え
ば
）
南
を
誤
っ
て
北

と
し
て
も
、（
本
来
の
）
北
と
逆
方
向
に
あ
る
南
が
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
迷
い
に
よ
る

生
死
の
苦
の
有
り
様
が
、
中
道
実
相
の
永
遠
不
変
の
真
理
（
悟
ら
れ
る
対
象
）
の
あ
ら
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
苦
の
実
体
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
直
接
的
原
因
と
間
接
的
条
件
に
由
っ
て
有
る
存
在
の
本
性
で
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
本
来
的
に

は
真
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
永
遠
常
住
の
実
体
そ
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
、
対
立
し
な
が
ら
、
実
は
互
い
に
融
合
し
あ
い
、
分
け
ら
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
、
天
台
大
師
の
善
悪
相
即
論
の
注
意
点
を

述
べ
れ
ば
、「
縁
」
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
善
悪
の
相
即
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
縁
」
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
悪
が
善
を
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資た
す

け
成
就
（
成
立
）
す
る
用
と
し
て
翻
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
縁
」
と
は
、
天
台
大
師
に
お
い
て
は
能
開
（
相
い
矛
盾
し
て
対
立
す
る
両

極
の
本
来
の
意
義
を
開
き
顕
し
、
統
一
的
に
肯
定
す
る
主
体
）
の
法
華
円
教
の
事
で
あ
る
と
思
考
で
き
、
法
華
円
教
の
内
容
で
あ
る
、
中

道
実
相
理
に
お
け
る
相
対
的
相
即
の
円
融
論
理
の
智
用
を
「
縁
」
と
し
て
、
悪
が
善
と
相
即
す
る
真
理
を
悟
る
事
が
で
き
る
と
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
天
台
大
師
は
『
法
華
玄
義
』
第
五
下
の
三
法
（
真
性
軌
・
観
照
軌
・
資
成
軌
）
に
類
通
（
三
つ
の
も
の
を
同
じ
種
類
と
し
て

通
じ
合
わ
せ
る
事
）
す
る
三
道
（
煩
悩
・
業
・
苦
）
を
明
か
す
段
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
く
。

（
原
文
読
み
下
し
）

　
　

�

一
に
類
通
三
道
と
は
、
真
性
軌
は
即
ち
苦
道
、
観
照
軌
は
即
ち
煩
悩
道
、
資
成
軌
は
即
ち
業
道
な
り
。
苦
道
即
ち
真
性
と
は
、
下
の

文
に
云
は
く
、
世
間
の
相
常
住
と
、
豈あ

に
彼
の
生
死
に
即
し
て
、
而
も
是
れ
法
身
な
ら
ん
耶
。
煩
悩
即
ち
観
照
と
は
、
観
照
は
本
と

惑
を
照
す
、
惑
無
く
ん
ば
則
ち
照
無
し
。
一
切
法
空
是
れ
也
。
文
に
云
く
、「
諸
法
は
本
よ
り
来
た
常
に
自
ら
寂
滅
の
相
な
り
」、
と
。

即
ち
煩
悩
是
れ
観
照
な
り
。
照
は
薪
の
火
を
生
ず
る
が
如
し
。
文
に
云
く
、「
諸
の
過
去
仏
に
於
て
、
若
し
一
句
を
も
聞
く
こ
と
あ

れ
ば
皆
は
已
に
仏
道
を
成
ず
」、
と
。
又
た
云
く
、「
深
く
罪
福
の
相
を
達
す
れ
ば
、
遍
く
十
方
を
照
す
」、
と
。
即
ち
是
れ
煩
悩
に

体
達
す
る
の
妙
句
を
聞
く
な
り
。
資
成
即
ち
業
道
と
は
、
悪
は
是
れ
善
の
資
な
り
、
悪
無
け
れ
ば
亦
た
善
も
無
し
。
文
に
云
く
、

「
悪
鬼
其
の
心
に
入
っ
て
我
を
罵
詈
毀
辱
す
。
我
等
仏
を
念
ず
る
が
故
に
皆
な
当
に
是
の
事
を
忍
ぶ
べ
し
。
悪
来
り
加
は
ら
ざ
れ
ば
、

念
を
用
ふ
る
こ
と
を
得
ず
。
念
を
用
ふ
る
は
悪
の
加
は
る
に
由
る
」
と
云
云
。
又
た
威
音
王
佛
の
所
の
著
法
の
衆
は
、
不
軽
の
言
を

聞
き
て
罵
詈
打
拍
す
。
悪
業
に
由
る
が
故
に
還
っ
て
不
軽
に
値
い
、
不
軽
、
教
化
し
て
皆
な
不
退
を
得
る
。
又
た
提
婆
達
多
は
是
れ

善
知
識
な
り
、
豈
に
悪
即
ち
資
成
な
る
に
非
ず
や（
９
）。

（
現
代
語
私
訳
）

　
　

�

第
一
に
、
不
変
の
真
理
の
本
体
の
真
性
軌
と
、
迷
情
を
破
り
真
理
を
顕
す
智
慧
の
作
用
で
あ
る
観
照
軌
と
、
観
照
軌
の
智
慧
の
は
た
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ら
き
を
資た
す

け
成
就
（
成
立
）
さ
せ
る
万
行
の
資
成
軌
、
こ
の
妙
を
説
明
す
る
三
種
類
の
規
範
を
、
衆
生
が
迷
い
の
生
死
輪
廻
を
続
け

て
い
く
状
態
を
示
し
た
無
明
、
三
毒
の
煩
悩
道
、
煩
悩
に
よ
っ
て
生
じ
る
善
悪
の
所
行
の
業
道
、
煩
悩
道
と
業
道
に
よ
っ
て
生
じ
た

苦
し
み
の
報
い
の
苦
道
、
に
対
応
さ
せ
て
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
み
れ
ば
。
煩
悩
と
、
身
口
意
の
善
悪
の
行
為
に
因
っ
て
生
じ
た
苦

し
み
の
報
い
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
偽
り
の
な
い
不
変
の
真
理
の
本
体
（
真
性
軌
）
で
あ
り
、
無
明
、
三
毒
の
迷
い
そ
の
も
の
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、
迷
情
を
破
り
真
理
を
顕
す
智
慧
（
観
照
軌
）
の
作
用
で
あ
り
、
煩
悩
に
因
っ
て
生
じ
る
善
悪
の
行
い
は
、
即
ち

迷
情
を
破
り
真
理
を
顕
す
智
慧
の
は
た
ら
き
を
資た
す

け
成
就
さ
せ
る
万
行
の
事
で
あ
る
。
煩
悩
と
善
悪
の
行
い
が
原
因
し
て
生
じ
た
苦

し
み
が
、
不
変
の
真
理
の
本
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
理
由
を
挙
げ
れ
ば
、
法
華
経
、
方
便
品
に
「
世
間
の
す
が
た
は
そ
の
ま

ま
で
不
変
の
真
理
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
」、
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
う
し
て
世
間
の
す
が
た
で
あ
る
生
死
流
転
の
苦

し
み
か
ら
関
係
を
断
ち
、
離
れ
た
も
の
（
実
相
と
隔
別
し
た
真
理
）
を
悟
り
と
救
い
（
真
如
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ま
た
、

煩
悩
そ
の
も
の
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
迷
情
を
破
り
真
理
を
顕
す
智
慧
を
以
っ
て
、
善
悪
、
さ
ら
に
は
無
記
（
善
で
も
悪
で
も
な
い

も
の
）
に
通
ず
る
真
理
を
観
察
し
照
ら
す
事
で
、
真
理
の
根
本
（
こ
こ
で
は
煩
悩
）
の
本
来
の
意
味
を
理
解
す
る
事
に
な
る
。
と
り

も
な
お
さ
ず
煩
悩
が
無
け
れ
ば
智
慧
も
無
い
事
に
な
る
。「
現
象
界
の
一
切
の
存
在
は
縁
起
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
も
の
で
、
そ
こ

に
は
実
体
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
空
で
あ
る
」（
法
華
経
、
法
師
品
）
と
は
こ
の
事
（
煩
悩
も
智
慧
も
実
体
は
な
く
空
で
あ
る
と

す
る
仏
の
境
地
の
功
徳
で
あ
る
観
照
の
真
理
は
、
煩
悩
と
、
こ
の
煩
悩
と
向
き
合
う
智
慧
に
よ
っ
て
空
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
）
を

い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法
華
経
、
方
便
品
に
「
こ
の
世
に
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
も
と
も
と
そ
の
ま
ま
お
の
ず
と
（
本
来

の
）
涅
槃
の
境
地
の
す
が
た
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
、
し
た
が
っ
て
煩
悩
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
仏
の
境
地
の
功
徳
で
あ

る
観
照
の
智
慧
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
薪
（
煩
悩
）
が
縁
に
触
れ
て
火
（
智
慧
）
を
起
こ
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
法
華
経
、

方
便
品
に
「
多
く
の
過
去
の
仏
や
、
在
世
中
の
仏
、
あ
る
い
は
そ
の
滅
後
に
（
こ
れ
か
ら
の
仏
か
ら
）
も
し
も
こ
の
法
の
一
句
で
も

聞
く
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の
人
た
ち
は
み
な
す
で
に
仏
道
を
成
就
し
て
い
る
の
だ
」、
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
華
経
、
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提
婆
達
多
品
に
は
「（
仏
は
）
罪
悪
と
福
徳
の
両
者
の
あ
り
方
を
深
く
究
め
て
、
く
ま
な
く
十
方
（
一
切
）
を
照
ら
さ
れ
る
」
と
説

か
れ
て
い
る
。
と
り
も
な
お
さ
ず
上
記
の
（
法
華
経
の
）
経
文
に
よ
っ
て
、
煩
悩
そ
の
も
の
を
と
ど
こ
お
り
無
く
、
深
く
極
め
尽
く

し
た
、
法
華
円
教
の
不
可
思
議
な
る
教
え
を
聴
聞
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
煩
悩
に
因
っ
て
生
じ
る
善
悪
の
所
行
が
、

と
り
も
な
お
さ
ず
仏
の
境
地
の
功
徳
で
あ
る
観
照
の
智
慧
の
は
た
ら
き
を
資た
す

け
成
就
（
成
立
）
さ
せ
る
万
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い

う
の
は
、（
善
は
悪
に
よ
っ
て
成
就
、
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
）
悪
は
必
要
条
件
と
し
て
善
の
資た
す

け
と
な
る
も
の

な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
悪
が
無
け
れ
ば
善
も
ま
た
無
い
の
で
あ
る
。
法
華
経
、
勧
持
品
に
は
「
悪
鬼
が
そ
の
人
々
の
身
中
に
入

っ
て
、
私
た
ち
を
罵
り
、
そ
し
り
、
辱
し
め
る
で
し
ょ
う
」、「
私
達
は
仏
を
心
に
思
っ
て
み
な
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
耐
え
忍
び
ま

し
ょ
う
」、
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
罵
り
、
そ
し
り
、
辱
め
る
と
い
っ
た
悪
業
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、（
仏
を
）
心
に

思
っ
て
耐
え
忍
ぶ
と
い
っ
た
善
業
を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
仏
を
思
う
心
を
起
こ
す
の
は
悪
業
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、（
法
華
経
、
常
不
軽
菩
薩
品
所
説
の
）
威
音
王
仏
の
時
代
の
、
教
法
に
執
著
す
る
（
四
衆
の
）

人
々
が
不
軽
菩
薩
の
（「
私
は
あ
な
た
を
深
く
敬
い
ま
す
。
軽
ん
じ
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
な
た
方
は
み
な
菩
薩
道
を

実
践
し
て
、
必
ず
仏
に
成
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
」
と
い
う
）
言
葉
を
聞
い
て
、（
四
衆
の
中
に
は
怒
り
の
心
を
お
こ
す
不

浄
な
人
が
い
て
、
反
っ
て
不
軽
菩
薩
を
）
の
の
し
り
、
激
し
く
非
難
し
、（
杖
や
石
こ
ろ
で
）
打
ち
す
え
た
り
し
た
。
し
か
し
、（
四

衆
の
人
々
ら
は
）
こ
の
悪
い
行
い
に
よ
っ
て
、
逆
に
、
不
軽
菩
薩
の
善
の
行
い
に
会
う
（
縁
を
結
ぶ
・
逆
縁
）
こ
と
が
で
き
、
不
軽

菩
薩
の
教
化
に
浴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
成
仏
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
逆
戻
り
し
な
い
境
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
（
さ
ら
に
い
え
ば
、
不
軽
菩
薩
も
、
衆
生
の
悪
業
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
善
業
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え

る
の
で
あ
る
）。
ま
た
、（
法
華
経
、
提
婆
達
多
品
所
説
の
）「
提
婆
達
多
は
善
き
友
人
（
悪
人
提
婆
達
多
も
過
去
世
に
お
い
て
は
釈

尊
の
師
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
釈
尊
に
敵
対
す
る
存
在
と
し
て
五
逆
謗
法
を
犯
す
。
し
か
し
、
善
悪
の
性
は
本
来
不
二
で
あ
る
か

ら
、
提
婆
達
多
の
悪
も
釈
尊
の
善
の
修
行
を
完
成
さ
せ
る
必
要
条
件
の
資た
す

け
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
悪
人
提
婆
の
成
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仏
の
記
別
は
、
衆
生
を
精
進
発
奮
せ
し
め
る
釈
尊
の
衆
生
教
化
の
増
進
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
提
婆
達
多
が
釈
尊
の

善
知
識
で
あ
る
と
す
る
経
文
は
、
悪
は
善
を
成
就
、
成
立
さ
せ
る
必
要
条
件
の
資た
す

け
で
あ
る
、
と
い
う
文
証
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
）
で
あ
る
」
と
て
、
こ
れ
ら
の
経
文
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
悪
は
善
を
成
就
さ
せ
る
資た
す

け
と
し
て
必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
、
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
天
台
大
師
は
、
相
対
的
（
敵
対
的
）
開
会
の
円
融
相
即
の
真
理
の
文
証
と
し
て
、
法
華
経

の
経
文
を
挙
げ
、
法
華
経
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
事
柄
か
ら
、
内
面
に
隠
さ
れ
て
い
る
円
教
教
理
の
本
質
や
意
味
を
推
し
は
か
っ
て
理
解

し
、
そ
の
内
容
を
顕
彰
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
法
華
玄
義
』
第
八
上
の
顕
体
段
に
お
い
て
、

（
原
文
読
み
下
し
）

　
　

�

第
二
に
顕
体
と
は
、
前
の
釈
名
を
総
じ
て
説
け
ば
、
文
義
浩
漫
な
り
。
今
、
頓
に
要
理
を
点
じ
て
、
正
し
く
経
の
体
を
顕
し
、
直
ち

に
真
性
を
弁
ず
（
（1
（

。

と
て
、「（
迹
門
十
妙
第
五
、
三
妙
法
を
含
む
）
釈
名
段
は
、
体
・
宗
・
用
を
ひ
っ
く
る
め
て
説
い
た
た
め
、
文
章
の
意
義
、
内
容
が
、
広

く
果
て
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
（
顕
体
段
）
は
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
法
華
経
の
肝
要
な
る
本
質
を
把
捉
し
て
、
正
確
に
法
華
経
の
根
本

の
趣
意
を
顕
し
、
直
ち
に
法
華
経
の
実
相
の
真
理
（
真
性
軌
）
を
率
直
に
明
白
に
す
る
た
め
（
他
の
観
照
軌
・
資
成
軌
、
宗
・
用
と
）
区

別
し
て
論
ず
」。
と
明
か
す
。
そ
し
て
、
こ
の
後
、
実
相
の
体
の
異
名
と
し
て
「
妙
有
」、「
真
善
妙
色
」、「
実
際
」、「
畢
竟
空
」、「
如
如
」、

「
涅
槃
」、「
虚
空
仏
性
」、「
如
来
蔵
」、「
中
実
理
心
」、「
非
有
非
無
」、「
中
道
第
一
義
諦
」、「
微
妙
寂
滅
（
（1
（

」、
等
の
用
語
が
列
挙
さ
れ
る
が
、

こ
の
名
称
の
示
す
意
味
す
る
内
容
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
、
対
立
の
統
一
の
原
理
を
本
質
と
す
る
開
会
の
実
相
で
あ
る
と
い
う
事
が

理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

法
華
円
教
の
究
極
の
道
理
で
あ
る
相
対
種
開
会
を
基
底
と
す
る
中
道
実
相
理
を
覚
悟
し
、
こ
れ
を
実
践
に
よ
っ
て
顕
現
さ
せ
る
事
で
、
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無
明
の
一
分
を
断
じ
て
、
法
身
（
中
道
）
の
一
分
を
証
得
し
た
分
証
即
円
教
の
初
住
、
別
教
の
初
地
の
菩
薩
の
位
に
入
り
、
境
（
理
）
智

冥
合
の
成
仏
世
界
が
実
現
さ
れ
、
仏
果
所
住
の
境
地
に
安
住
す
る
事
が
で
き
る
も
の
と
思
考
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
は
、『
一
代
聖
教
大
意
』、『
爾
前
二
乗
不
作
仏
事
』
の
初
期
の
御
遺
文
に
お
い
て
、
こ
の
「
開
会
」
の
表
現
、
内
容
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
御
遺
文
上
に
お
い
て
は
具
体
的
表
明
、
説
示
を
徐
々
に
控
え
ら
れ
て
い
っ
た
感
が
あ
る
。
恐
ら
く
、

当
時
流
行
し
て
い
た
「
あ
る
が
ま
ま
」
の
現
実
を
絶
対
肯
定
す
る
中
古
天
台
本
覚
思
想
と
混
同
さ
れ
る
誤
解
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
と

推
測
す
る
。
し
か
し
、
身
延
御
入
山
後
、
建
治
元
年
『
種
々
御
振
舞
御
書
』、
建
治
四
年
二
月
二
十
八
日
『
始
聞
仏
乗
義
』、
弘
安
三
年
七

月
二
日
『
太
田
殿
女
房
御
返
事
』、
に
お
い
て
、
開
会
の
法
門
を
余
す
事
無
く
披
歴
し
、
法
華
経
実
践
上
、
所
信
と
す
る
根
本
教
理
と
し

て
、
最
重
要
法
門
で
あ
る
事
を
表
白
さ
れ
て
い
る
。

　

結
び
に
な
る
が
、
法
華
円
教
の
用
語
が
示
す
、
意
味
内
容
の
把
捉
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
煩
悩
即
菩
提
に
焦
点
を
当
て
、

天
台
大
師
、
日
蓮
聖
人
が
自
ら
の
仏
道
実
践
の
教
理
軌
範
と
し
た
相
対
種
開
会
の
内
的
構
造
を
み
て
き
た
。
こ
の
考
察
で
明
ら
か
の
よ
う

に
、
煩
悩
即
菩
提
と
言
っ
て
も
、
煩
悩
が
無
条
件
に
そ
の
ま
ま
菩
提
と
言
う
事
で
は
無
い
。
煩
悩
の
用
き
と
意
義
を
知
り
、
煩
悩
が
菩
提

を
成
就
さ
せ
る
必
要
不
可
欠
な
条
件
と
し
て
き
っ
ち
り
と
位
置
付
け
ら
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
時
、
煩
悩
即
菩
提
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

（
注
）

⑴　

安
藤
俊
雄
著
『
天
台
学
論
集
─
止
観
と
浄
土
』。
四
二
三
頁

⑵　

同　

右
。
四
二
四
頁
。

⑶　

因
み
に
、
日
蓮
聖
人
も
「
諸
大
乗
経
に
は
中
道
の
理
が
王
な
り
。
又
華
厳
経
は
円
融
相
即
の
王
」（『
顕
謗
法
鈔
』
弘
長
二
年
四
月
十
七
日
、
昭

和
定
本
二
六
九
頁
）
と
、
ま
た
「
始
メ
寂
滅
道
場
に
し
て
実
報
華
王
の
儀
式
を
示
現
し
て
、
十
玄
六
相
・
法
界
円
融
・
頓
極
微
妙
の
大
法
を
説

給
ヒ
」（『
開
目
抄
』
文
永
九
年
二
月
、
昭
和
定
本
五
五
〇
頁
）
と
て
、
華
厳
経
に
も
円
融
相
即
の
論
理
が
説
か
れ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
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⑷　

安
藤
俊
雄
著
『
天
台
学
論
集
─
止
観
と
浄
土
』
四
二
五
頁

⑸　

安
藤
俊
雄
博
士
に
お
け
る
、
天
台
教
学
の
相
対
種
開
会
法
門
の
重
要
性
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、『
天
台
性
具
思
想
論
』
前
編
、
天
台
智
顗
の
実

相
論
、
第
二
章
、
円
融
論
理
、
第
二
節
、
天
台
弁
証
法
、
一
、
敵
対
種
、
に
お
い
て
「
円
融
論
理
を
形
成
す
る
も
の
は
、
敵
対
的
相
即
の
弁
証

法
で
あ
る
。
三
軌
の
厳
然
た
る
差
別
と
円
融
一
体
を
妙
法
の
自
己
展
開
の
た
め
に
不
可
欠
な
天
然
性
徳
の
二
面
で
あ
る
と
す
る
思
惟
が
、
敵
対

的
相
即
の
論
理
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
論
理
は
、
煩
悩
・
悪
法
を
菩
提
・
浄
法
の
資
成
軌
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
顕
著
で
あ
る
」（
四
五
頁
）
と

説
明
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
相
対
種
開
会
法
門
を
、
後
編
、
天
台
実
相
論
の
発
達
、
第
五
章
、
四
明
知
礼
の
実
相
論
、
第
一
節
天
台
弁
証
法
の
復

興
、
二
、
敵
対
種
の
発
掘
、
に
お
い
て
「
天
台
教
学
の
生
命
は
、
前
編
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
如
く
円
融
弁
証
法
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
円

融
弁
証
法
た
る
や
、
一
切
を
矛
盾
の
自
己
同
一
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
矛
盾
の
自
己
同
一
を
無
視
す
れ
ば
、
十
界
互
具
・
百
界

千
如
・
一
念
三
千
は
他
宗
の
た
ん
な
る
円
融
説
と
な
ん
ら
選
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
（
中
略
）
こ
の
天
台
哲
学
の
生
命
た
る
べ
き
原
理
を
示
す
も
の

が
、
法
華
文
句
に
智
顗
が
説
い
た
敵
対
種
の
思
想
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
敵
対
種
は
天
台
教
学
の
生
命
で
あ
る
」。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所

が
最
も
代
表
的
で
一
般
的
で
あ
る
。
日
蓮
宗
関
係
に
お
い
て
、
相
対
種
開
会
に
関
し
た
論
文
を
挙
げ
る
と
、
渡
辺
宝
陽
博
士
の
「
日
蓮
聖
人
の

仏
種
論
」（
渡
辺
宝
陽
編
『
法
華
仏
教
の
仏
陀
論
と
衆
生
論
』
所
収
）、
同
じ
く
渡
辺
宝
陽
博
士
の
「「
煩
悩
即
菩
提
」
覚
え
書
き
」（
浅
井
円
道

編
『
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
』
所
収
）、
及
び
原
愼
定
著
『
日
蓮
教
学
に
お
け
る
罪
の
研
究
』
第
六
章
日
蓮
教
学
に
お
け
る
救
済
の
特
質
、

第
四
節
敵
対
的
相
即
の
論
理
、
中
村
宣
悠
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
就
類
種
・
相
対
種
開
会
─
特
に
相
対
種
開
会
を
中
心
と
し
て
─
」（
二
〇

一
二
年
三
月
十
五
日
発
行
）「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
第
三
十
九
号
」
所
収
。

⑹　

・
真
性
軌
─
偽
で
な
い
不
変
の
真
理
の
本
体
─
境
妙
─
体
玄
義

　
　

・
観
照
軌
─
迷
情
を
破
し
真
理
を
顕
す
智
慧
の
作
用
─
智
妙
─
宗
玄
義

　
　

・
資
成
軌
─
観
照
の
智
慧
の
は
た
ら
き
を
資
成
ず
る
万
行
─
行
妙
─
用
玄
義

⑺　
『
法
華
玄
義
』
第
五
下
ノ
三
十
三
ノ
左
。『
天
台
大
師
全
集
』
第
三
巻
、
六
二
一
頁

⑻　
『
法
華
玄
義
』
第
五
下
ノ
三
十
三
ノ
左
。『
天
台
大
師
全
集
』
第
三
巻
、
六
二
一
頁

⑼　
『
法
華
玄
義
』
第
五
下
ノ
三
十
七
ノ
右
か
ら
三
十
七
ノ
左
。『
天
台
大
師
全
集
』
第
三
巻
六
二
七
頁
か
ら
六
二
九
頁
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⑽　
『
法
華
玄
義
』
第
八
上
ノ
二
十
八
ノ
右
。『
天
台
大
師
全
集
』
第
四
巻
、
六
〇
九
頁

⑾　
『
法
華
玄
義
』
第
八
下
ノ
十
四
ノ
右
。『
天
台
大
師
全
集
』
第
五
巻
、
二
十
九
頁
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梅
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に
お
け
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就
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相
対
種
開
会
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相
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種
開
会
を
中
心
と
し
て
─
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二
〇
一
二
年
三
月
十
五
日
発
行
）「
日
蓮

教
学
研
究
所
紀
要
第
三
十
九
号
」
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収
。

・
田
村
芳
郎
・
藤
井
教
公
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座
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法
華
経
上
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九
八
八
年
三
月
三
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日
）
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・
藤
井
教
公
著　

仏
典
講
座
７
下
『
法
華
経
下
』（
一
九
九
二
年
九
月
十
日
）

・
多
田
孝
正
著　

仏
典
講
座
26
『
法
華
玄
義
』（
昭
和
六
十
年
五
月
一
日
）

・
菅
野
博
史
訳
注
『
法
華
玄
義
』（
上
）（
中
）（
下
）（
一
九
九
五
年
）

・
菅
野
博
史
著
『「
法
華
玄
義
」
入
門
』（
一
九
九
七
年
七
月
三
十
日
）

・
菅
野
博
史
著
『
法
華
玄
義
を
読
む　

天
台
思
想
入
門
』（
二
〇
一
三
年
四
月
十
日
）

・
中
村
元
著
『
佛
教
語
大
辞
典
』
縮
刷
版
（
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
日
）

・
講
談
社
『
新
大
字
典
』（
普
及
版
）（
一
九
九
三
年
三
月
二
十
六
日
）

※
『
法
華
玄
義
』
の
最
新
の
現
代
語
訳
と
し
て
、
菅
野
博
史
訳
注
現
代
語
訳
『
法
華
玄
義
』（
上
）（
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
八
日
）『
法
華
玄
義
』

（
下
）（
二
〇
一
九
年
九
月
八
日
）
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
原
文
か
ら
私
訳
と
し
て
解
釈
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
菅
野
博
史
訳
註

現
代
語
訳
『
法
華
玄
義
』（
上
）（
下
）
の
引
用
は
し
な
か
っ
た
。




